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1.  平成25年3月期第3四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

（注）平成24年３月期第３四半期につきましては、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 2,704 ― △137 ― △148 ― △157 ―
24年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △40.87 ―
24年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 4,906 1,409 28.7
24年3月期 5,339 1,566 29.3
（参考） 自己資本  25年3月期第3四半期  1,409百万円 24年3月期  1,566百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,810 9.8 △130 ― △155 ― △160 ― △41.41



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 4,605,760 株 24年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 742,061 株 24年3月期 742,061 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 3,863,699 株 24年3月期3Q 3,865,058 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要などから緩やかな景気回復の動きが見られまし

た。また、12月には政権交代、新政権による経済政策の期待感から円安基調への転換、株価の回復が見られたもの

の、欧米における景気後退や中国経済の減速、外交問題、増税、雇用不安などにより先行き不透明な状況でありま

す。 

 このような環境下、当社は、主要顧客を海外生産移転が進むエレクトロニクス分野から省エネ家電、自動車、医

療・食品・その他分野へシフトしてまいりました。また、2011年９月末に実行いたしました旧本社不動産の売却と

拠点統合により、販売費及び一般管理費の削減、また、固定費等製造原価の低減にも取り組みました。 

このような取り組みにより、当第３四半期累計期間において売上高は27億４百万円となりました。損益面につ

いてもほぼ計画どおり推移し回復途上にありました。しかし、2012年７月30日当社の得意先であるポリマテック株

式会社が民事再生手続開始の申し立てを行ったことから、取立不能債権が発生し、当第３四半期累計期間において

１億73百万円の貸倒引当金繰入額を販売費及び一般管理費にて計上するに至りました。この結果、営業損失１億37

百万円、経常損失１億48百万円、四半期純損失１億57百万円となりました。 

なお、各セグメントの状況は次のとおりです。 

 ① 成形品セグメント 

 本セグメントは、家電、食品容器、自動車、医療機器等の部品もしくは完成品を受注生産・販売するセグメン

トです。 

 家電業界向けは、前年同時期に見られた節電効果の高い家電製品への特需の反動で、売上高は計画を下回りま

した。自動車業界向けは、東日本大震災やタイの水害のダメージから回復した既存製品の受注が大幅に計画を上

回ったことに加え、当社独自技術によるハイブリッドカー向けインジェクションフィルターやRHCM成形による高

光沢ピアノブラック内装パネルを新規受注したことにより、売上高は大きく伸張いたしました。医療・食品その

他については、当第３四半期会計期間に計画していた売上高が第４四半期にスライドする見込みとなり、当第３

四半期累計期間では計画を下回りました。 

 この結果、本セグメントの売上高は21億44百万円、セグメント利益は１億90百万円となりました。 

 ② 金型・技術セグメント 

 本セグメントは、当社固有のRHCM成形技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産委託し

た売上からのコミッション収入、RHCM成形技術用の機械装置、金型売上など技術資源を源としたセグメントで

す。 

 金型売上は、自動車業界向けが大幅に増加したことにより計画を上回りました。技術ロイヤリティ収入及び装

置売上については順調に推移しました。 

 この結果、本セグメントの売上高は５億60百万円、セグメント利益は１億11百万円となりました。 

    

（２）財政状態に関する定性的情報 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末の資産合計は、49億６百万円となり、前事業年度末に比べ４億33百万円減少しまし

た。この主な要因は、現金及び預金の減少１億55百万円、受取手形及び売掛金の減少１億36百万円、有形固定資

産の減少１億23百万円等です。 

 負債合計は、34億96百万円となり前事業年度に比べ２億75百万円減少しました。この主な要因は、支払手形及

び買掛金の増加１億34百万円があったものの、有利子負債の減少４億８百万円等によるものです。 

 純資産合計は、14億９百万円となり、前事業年度末に比べ１億57百万円減少しました。この主な要因は、利益

剰余金の減少１億57百万円等です。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 ② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、14億99百万円となりまし

た。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純損失１億55百万円を計上したものの、減価償却費の計上１億49百万円、売上債権の減少１億36

百万円、仕入債務の増加１億34百万円等の増加要因により、当第３四半期累計期間において営業活動の結果得ら

れた資金は２億58百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得による支出10百万円等により、当第３四半期累計期間において投資活動の結果使用した資

金は８百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 長期借入れによる収入１億50百万円、短期借入金の純増加額20百万円等の増加要因があったものの、長期借入

金の返済による支出５億78百万円等により、当第３四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は４億

８百万円となりました。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

  2013年３月期の業績予想につきましては、2012年８月９日に公表しました業績予想から変更しておりません。 

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

    

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

   

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。  

 当第３四半期累計期間においても、業績の本格回復には至っていないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。 

 なお、 継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）継続企

業の前提に関する注記」をご覧ください。 

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2012年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,655,534 1,499,661

受取手形及び売掛金 1,165,010 1,028,596

商品及び製品 81,766 107,105

仕掛品 37,716 28,355

原材料及び貯蔵品 52,057 47,730

その他 29,655 39,809

貸倒引当金 △14,502 △42,901

流動資産合計 3,007,238 2,708,357

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 985,084 943,479

機械及び装置（純額） 338,419 263,692

土地 249,509 249,509

その他（純額） 72,724 65,203

有形固定資産合計 1,645,738 1,521,884

無形固定資産 7,248 3,668

投資その他の資産   

投資有価証券 14,922 9,083

関係会社株式 140,196 140,196

破産更生債権等 － 144,634

投資不動産（純額） 238,595 238,183

保険積立金 246,200 251,750

その他 39,309 32,997

貸倒引当金 － △144,634

投資その他の資産合計 679,224 672,211

固定資産合計 2,332,212 2,197,764

資産合計 5,339,450 4,906,122
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（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2012年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 621,590 755,901

短期借入金 1,050,000 1,070,000

1年内返済予定の長期借入金 747,152 877,152

未払法人税等 3,750 3,975

その他 105,482 111,247

流動負債合計 2,527,975 2,818,277

固定負債   

長期借入金 1,068,802 510,104

退職給付引当金 115,050 109,140

役員退職慰労引当金 45,254 45,130

その他 15,409 14,329

固定負債合計 1,244,516 678,703

負債合計 3,772,492 3,496,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 595,916 595,916

資本剰余金 744,503 744,503

利益剰余金 523,995 366,072

自己株式 △297,932 △297,932

株主資本合計 1,566,482 1,408,559

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 475 581

評価・換算差額等合計 475 581

純資産合計 1,566,957 1,409,140

負債純資産合計 5,339,450 4,906,122
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 

 至 2012年12月31日) 

売上高 2,704,907

売上原価 2,402,734

売上総利益 302,173

販売費及び一般管理費 439,712

営業損失（△） △137,539

営業外収益  

受取利息 358

受取配当金 15,985

受取賃貸料 11,993

その他 8,390

営業外収益合計 36,728

営業外費用  

支払利息 43,332

その他 4,153

営業外費用合計 47,485

経常損失（△） △148,297

特別利益  

固定資産売却益 916

特別利益合計 916

特別損失  

固定資産除却損 41

投資有価証券評価損 7,780

特別損失合計 7,821

税引前四半期純損失（△） △155,202

法人税、住民税及び事業税 2,720

法人税等合計 2,720

四半期純損失（△） △157,922
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 

 至 2012年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △155,202

減価償却費 149,886

貸倒引当金の増減額（△は減少） 173,033

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △124

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,910

受取利息及び受取配当金 △16,343

支払利息 43,332

固定資産除売却損益（△は益） △874

投資有価証券評価損益（△は益） 7,780

売上債権の増減額（△は増加） 136,413

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,650

破産更生債権等の増減額（△は増加） △144,634

仕入債務の増減額（△は減少） 134,311

その他 △21,255

小計 288,760

利息及び配当金の受取額 16,327

利息の支払額 △43,213

法人税等の支払額 △3,627

営業活動によるキャッシュ・フロー 258,246

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △10,965

有形固定資産の売却による収入 1,861

投資有価証券の取得による支出 △1,835

その他 2,865

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,073

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △578,698

その他 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △408,702

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,655

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △155,873

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,499,661
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当第３四半期累計期間（自2012年４月１日 至2012年12月31日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しています。 
   

 該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

当第３四半期累計期間 
（自 2012年４月１日 

至 2012年12月31日） 

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。 

 当第３四半期累計期間においては、業績は回復途上にあったものの、2012年７月30日において、当社の得意先であ

るポリマテック株式会社が民事再生手続開始の申立てを行ったことにより取立不能債権が発生しました。これにより

当社は、 百万円の貸倒引当金繰入額を販売費及び一般管理費にて追加計上するに至り、営業損益以下の損益はいず

れも損失となっています。 

 このため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在していま

す。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しています。 
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(1) 2011年５月に策定した中期３ヵ年経営計画（第70期～第72期）によって変革と成長の推進を図っています。 

(2) 2011年１月に実施した「栃木工場」への組織再編（旧西方工場と旧栃木ＣＲ工場の統合）後、継続的に製造原価

領域の競争力を向上させています。 

(3) 2011年９月に旧本社不動産（埼玉県草加市）を売却し、本社機能を栃木工場（栃木県栃木市西方町）へ移転集約

を完了させたことで、販売費及び一般管理費の削減効果が現れております。引き続き、取締役報酬や諸々の委託

費等の固定費の削減を通じて、継続的に損益分岐点の引き下げを推進しています。 

(4) 自動車、食品、医療等の新旧顧客に対する、営業・技術組織体制を強化・拡充します。現在も得意先との間で新

規案件に対する試作・開発が進行中であり、また、前述の諸固定費が削減されていることから、損益分岐点が低

下しており、営業損益段階での安定的な改善が見込まれます。 

(5) 資金繰りについて 

① 当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。 

② 2012年４月にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で 百万円のコミットメントライン契約を締結し

ました。 
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 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期財務諸表に反映していません。 

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書
上計上額（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  2,144,420  560,487  －  2,704,907

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  2,144,420  560,487  －  2,704,907

セグメント利益  190,954  111,218  －  302,173

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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